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バンカーのサンプル採取 
 
 
概要概要概要概要とととと背景背景背景背景 
Gardでは、燃料品質に絡む機械の損傷やクレームを扱うケースがあります。本回報は、
燃料の発注、受け渡しの手順、バンカー納入時の受入手続き、バンカーのサンプル採取

（サンプル採取とその取り扱い手順を含む）の重要性を確認いただくことを目的として

います。 
 
 
リスクのリスクのリスクのリスクの軽減軽減軽減軽減 
クレームの発生や機械の故障によるリスクを最小限に抑えるために、バンカーを取り扱

う際に理解しておくべき重要なポイントがいくつかあります。 

 

 
• 燃料のサンプルを採取・分析することは、船舶に納入された燃料の品質を確認するう

えで不可欠な作業です。正しい採取が行われるように、技術部門や運航部門内で手順

や指示事項を定めること、そして分析用サンプルの送付先を明示しておくことが望ま

れます。船上・陸上の両方の技術者が分析結果を理解し、機器の限界を把握できるよ

うにしておくことが重要です。サンプルの量は、適切な分析が実施できる十分な量が

必要です。 
 
• 燃料サプライヤーの選択は慎重に行ってください。希望するISO等級に基づいて燃料

を発注し、用船契約で求められる等級をサプライヤーに対する依頼書に記載するよう

にしてください。 
 
• 納入時にサンプルを採取し、サプライヤーからそのサンプルが納入物全体を代表する

ことの確認を得てください。採取したサンプルには、適切にラベルを貼付しなければ

なりません。納入時にサプライヤーが別のサンプルを採取した場合には、その採取の

方法と日時を明確にさせておくようにしてください。サンプルの採取時の立ち会いに

呼ばれなかったに場合には、抗議文書を発行してください。 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



© Gard AS, January 2011 
 

 

ロス･プリベンション・サーキュラー No. 05-11 

 
 
バンカーのサンプル採取 
 
 
 
• サンプルは、1つを船内で保管し、1つをサプライヤー側で保管するこ
とが望まれます。さらに1つを分析用のサンプルとして使用する場合も
あります。また、サンプルの1つを、保管の安全性の確保や紛争発生時
の参考用に、責任ある独立した機関で保管しておく場合もあります。 
 

• 検査用のバンカー燃料サンプルは、燃料の積み込み後可能な限り速や

かに、試験所に送付することが望まれます。対応が迅速で、信頼でき

る検査機関にサンプルの分析を依頼してください。新しい燃料は、す

でに船上で保管している燃料と区別してください。分析結果の検討を

行い、燃料が適したものであることがはっきりするまで、新しい燃料

の使用は避けるようにしてください。各タンクの内容量と消費した量

を毎日正確に記録してください。 
 
 
規格外規格外規格外規格外のバンカーのバンカーのバンカーのバンカー 
規格外のバンカーが納入され、使用に適していないことが判明した場合、

そのバンカーを船舶から積み下ろして、規格に適合した新しいバンカーと

交換すべきです。劣化したバンカーを使用しなければならない場合や、そ

れをすでに使用している場合は下記を実施することが望まれます。 
 
•  燃料が規格外であることがわかった場合、船舶は、船主に直ちに報

告すべきです。その燃料がサプライヤーから直接納入されたものである場

合は、船主はバンカーのサプライヤーに通知し、検査結果のコピーを送付

すべきです。サプライヤーに対する抗議の期限はきわめて短く、2週間しか
ない場合もあります。 
 
•  手順の方法や個別の問題の解決に関しては、信頼できる燃料検査機

関の助言を得るべきです。燃料のサプライヤー以外に、エンジンメーカー

にも連絡して助言を求めてください。その後に講じるべき措置は、どの項

目が規格から外れているかによって異なります。 
 
 
勧告勧告勧告勧告 
規格外バンカーの問題が発生した場合に、常に正しい手順で対応できるよう

に、燃料の検査手順や、燃料の品質に関する用船契約の条項を含め、燃料の

積み込み手順について点検を実施しておくことが望まれます。また、船主自

身も、船級協会や他の専門家が発行する勧告をよく理解しておくべきです。

また、余計なコストや時間をかけないで済むように、船員にもそれらのガイ

ドラインと手順を説明しておくことが望まれます。Gardは、正しい手順に基
づいてバンカーのサンプル採取と検査を実施されることを強く推奨します。

これを怠ると、船舶の機械に重大な損傷を招き、すべての当事者にとって高

くつく結果となる可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供す

る情報の正確性および品質の確保には細心の注意を払っていますが、ガード

は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に

対して一切の責任を負いません。www.gard.no 
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